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目的、調査方法、調査過程及び今後の予定 

 
１ 目的 

「長岡市男女共同参画社会基本条例」では、「市は、男女共同参画社会の形

成に関する施策を実施するための拠点として、長岡市男女平等推進センターを

置くこと（第 18 条）」、「市は、男女共同参画社会の形成に関する施策を効果的

に実施するため、必要な調査及び研究を行い、その成果の活用に努めるものと

する（第 19 条）」と定めている。 

これを受け、「第２次ながおか男女共同参画基本計画」では、基本目標 1 の

事業「メディア・リテラシー（情報解読能力）の学習機会の提供」、基本目標

４の事業「男女共同参画に関する調査・研究」を設け、以下の対象について調

査・研究を行った。 

市政だより及び同時配付文書（令和２年４月～令和３年３月） 

 

２ 調査方法 

（１）一次チェック 

対象となる、市政だより及び同時配布文書のすべての掲載情報を種別（1

写真、2図表・イラスト、3文章）ごとに、男女共同参画の視点、人権啓

発の視点で一次チェックを行った。チェックに当たっては、内閣府男女共

同参画局「男女共同参画の視点からの公的広報の手引き」、長岡市広報課

「広報活動の手引き」などを参考にした。 

（２）二次チェック 

一次チェックをまとめた素案について、ウィルながおか職員（５名）が二

次チェックを行い、案をまとめた。 

（３）具体的なチェック内容 

・イメージの固定化をしていないか 

 悪い例：技術系＝男性、介護系＝女性 

     サッカー＝男の子、お絵かき＝女の子 
     仕事＝男性、家事＝女性 

・男女を対等な関係で描いているか 
 悪い例：上司＝男性、部下＝女性 
     加害者＝男性、被害者＝女性 

・男女で異なった表現を使用していないか 
 悪い例：委員数〇人（うち女性□人） 
     キーマン、カメラマン、父兄、看護婦など 
     女性初の～など女性を強調する表現 

・男女の写真、イラストがバランスよく登場しているか 
・男性から見ても、女性から見ても、違和感のない表現になっているか 
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３ 調査過程及び今後の予定 

（１）令和元年度 

    １０月 平成 30 年「男女共同参画に関する調査・研究報告書」作成・公表 

     ３月 長岡市広報課「広報活動の手引き」改訂 
（２）令和２年度 
     ４月 令和元年度「男女共同参画に関する調査・研究報告書（案）」作成 

 同案について関係課の意見聴取  

８月 長岡市男女共同参画審議会報告 

    １０月 令和元年度「男女共同参画に関する調査・研究報告書」公表 

１１月 メディアリテラシー講座（第 34 回ウィルながおかフォーラム）開催 

     ２月 「アンコンシャス・バイアス研修」開催（人事課） 

３月 長岡市広報課「広報活動の手引き」改訂 

（３）令和３年度 
     ４月 令和２年度「男女共同参画に関する調査・研究報告書（案）」作成 

 同案について関係課の意見聴取 

７月 長岡市男女共同参画審議会報告 

        「アンコンシャス・バイアス研修」開催（人事課） 

     ８月 令和２年度「男女共同参画に関する調査・研究報告書」公表 

１１月 メディアリテラシーの職員向けセミナーの開催 

（４）令和４年度 
     ４月 最終報告書案（平成 30～令和３年度）の作成 
     ７月 長岡市男女共同参画審議会に報告 

８月 「男女共同参画に関する調査・研究最終報告書」公表 
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全体概要 

１ 対象 

市政だより（令和２年４月号～令和３年３月号）及び同時配付文書 34 点 

  （対象点数については、令和元年度までは写真、図表・イラスト、文章記事

を１点ずつ集計していたが、今回から発行文書数とする。） 

 

２ 全体概要 

【総 括】 

・令和３年３月市議会で、磯田市長は長岡市の女性活躍に向けた方針として 

「女性の活躍を推進することは、ＳＤＧｓの目標のひとつとなっております。

本市にとっても、ジェンダー平等、男女共同参画の実現、そして女性活躍の

推進は、最も重要な課題のひとつであると認識しております」と述べている。

また、無意識の偏見を生まない広報を行うため、「広報活動の手引き」にある

「男女共同参画の視点による広報チェックリスト」の活用を改めて全庁に促

すことについても明言された。 

・市政だよりについては、令和元年度の報告書に比べ、性別による固定的な役

割分担をイメージさせるような写真やイラストが減り、指摘箇所数は、令和

元年度は２２か所、令和２年度は１３か所と約半数となった。 

・全体の指摘箇所は減ったものの、家庭に関することやイベントの周知におい

ては女性を、技術系の職種においては男性を取り上げる例が散見された。性

別による固定的な役割分担をイメージさせるような写真やイラストは避け

るよう、引き続き工夫を求めたい。 

・イベントや特集記事においては、性別の偏りがあるものがあったため、男女

共同参画の視点を持った企画とすることや、性別を限定する必要がある場合

には理由を説明できるようにしておくことが重要である。 

 

【対応案】 

 ・「男女共同参画に関する調査・研究報告書」を受け、令和元年度及び２年度

に「広報活動の手引き」を改訂した。令和３年度には、「男女共同参画の視

点による広報チェックリスト」を活用するよう全庁的に通知した。この通知

には、具体的な事例が理解しやすいよう本報告書の抜粋を添付した。職員一

人ひとりが男女共同参画の視点を持って公的刊行物を作成するため、今後

もチェックリストの活用を周知する。 

 ・無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）は誰でもが何かしら持っており、

それ自体が直ちに問題となるわけではないが、自覚しないで放置しておく

と、女性への差別など様々な問題を引き起こす要因になる。令和２年度には、

職員向け研修のほか、市民向けの研修が開催されたが、引き続き、研修など

による啓発を行い、男女共同参画の推進に取り組む必要がある。 
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個別報告 

 
 市政だより及び同時配布文書の掲載情報を種別（1 写真、2 図表・イラスト、

3 文章）に分け、男女共同参画の視点、人権啓発の視点でチェックを行った。そ

の結果、指摘事項は次のとおりである。 
 

 
 
 
 
 

 

 

＜ 市政だより ４月号６ページ ＞ 財政課、広報課 
 
 
 

子育て支援に力を入れている長

岡市として、当初予算発表の記事

の最初の写真に子育ての駅てくて

くの写真を選んだことは、妥当と

思われる。現場にいた親子と母子

保健推進員の触れ合いの場面を取

り上げた結果、写真が女性のみと

なったが、子育て＝女性とのイメ

ージを固定化させないよう、人物

や写真の選定は常に意識していく

必要がある。 
 



6 
 

＜ 市政だより ４月号 18 ページ 他＞ ながおか・若者・しごと機構 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

婚活イベントについては、男性と女性で参加費に差があるなど、募集要件が異なる

場合、理由や目的を説明できるようにしておく必要がある。 
 ９月号 20・21 ページ、11 月号 31 ページ、12 月号 26 ページ、１月号 26 ページ、３

月号 17 ページに同様の婚活イベントの記事があるが、男女共同参画の視点で引き続き

確認が必要である。 
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＜ 市政だより ４月号 19 ページ ＞ スポーツ振興課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「ホットヨガ」と「フラダンス」「シェイプアップエクササイズ」において対象を

「女性」としているが、募集対象の性別を限定する場合、理由や目的を説明できるよう

にしておく必要がある。 
 ダンスやヨガが決して女性だけのものではないと理解したうえで、市民ニーズ等をと

らえ女性対象としているのであればよいが、そうでなければ、性別を対象とした募集を

しない。 



8 
 

 

 

＜ 市政だより ４月号 22 ページ 他各号＞ 子ども・子育て課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「夫婦で」は、多様性の観点から、「夫婦」に限定しない表現を工夫した方がよ

い。例えば、「パートナー」、「夫婦やパートナー」などが考えられる。 
市政だより５月号 24 ページ、７月号 21 ページ、８月号 23 ページ、９月号 28 ペ

ージ、10 月号 28 ページ、11 月号 25 ページ、12 月号 20 ページ、１月号 29 ページ、

２月号 22 ページ、３月号 17 ページにも記事あり。 
指摘を受け、担当課では令和３年度から「夫婦で」を削除することとなった。 

＜ 市政だより ４月号 28 ページ ＞ 人事課 
 
 
 
 

 消防職員、技術職員が男性というイメ

ージにつながる可能性がある。 
前年度は女性の消防職員を起用する

など配慮は見られるため、性別による固

定的な役割分担を意識した人選に継続

的に取り組んでほしい。 
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＜ 市政だより６月号 ８ページ ＞ 消防本部警防課 
 
 
 
 

 救急隊員は男性の職業と連想させる懸念

がある。記事の掲載スペースにもよるが、女

性隊員も一緒に掲載できるとよかったので

はないか。 
 

＜ 市政だより８月号 10 ページ ＞ 観光事業課 
 
 
 

 大民踊流しの写真が主に女性であ

る。女性のみの写真を用いる意図が、

もし「華やかだから」「目を引くから」

というキャッチ的な意図であれば問題

がある。 
女性の参加者の方が多いという実情

はあるが、男女どちらも写っている写

真にする、男性のみ女性のみを１枚ず

つ用いて組み写真にするなどの工夫も

できるのではないか。 



10 
 

＜ 市政だより ８月号 11 ページ 他各号＞ 中心市街地整備室 
 

 

 「米百俵プレイス（仮称）」（以下、

「米プレ」という）の概要や期待の

声を紹介するコラムが連載された。

長岡のまちの礎を築いた「先人」

と、米プレに入居予定の関係機関の

代表者を通じて、米プレの特徴的な

機能や期待の声を伝える内容であ

った。先人と現代の人物、計 16 人

が登場しているが、男性のみであっ

た。 

関係機関の代表者へのインタビ

ューという企画意図により男性の

みが選定されたが、女性も取り上げ

ることによって、さらに広く理解を

得られたのではないか。 
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＜ ながおか社協だより vol.171 ２、10 ページ ＞ 福祉総務課 
２ページ 

 
10 ページ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 女性のイラストがエプロンをしている。家事＝女性という性別による固定化したイメ

ージがあるのではないか。 
男女ともに家事をするイラストをバランス良く入れるなど、イラストの選び方を工夫

する必要がある。 
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＜水道だより No.53 １、２ページ＞ 水道局 
 
 １ページ 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ページ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 女性のイラストがエプロンをしている。家事＝女性という性別による固定化したイメ

ージがあるのではないか。 
男女ともに家事をするイラストをバランス良く入れるなど、イラストの選び方を工夫

する必要がある。 
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＜ 長岡市広報課「広報活動の手引き」令和３年３月 （抄）＞ 
 

   第２章 配慮ある情報発信を 

 

市が発信する情報は公共性が高く、市民意識に大きな影響を及ぼす可能性があること

から、広報する際には誤解を招くような表現があってはなりません。また、女性、子ども、

高齢者、障害者、外国人など多様な受け手がいることを意識し、誰もが理解しやすい内容

にする必要があります。 

既にある広報・出版物も、男女共同参画や、デザイン・文字の見やすさなどの観点から、

常に見直すようにしましょう。 

 

 

１ 男女共同参画の視点をいつも意識する 

 

平成 27 年９月、国連サミットで SDGs（Sustainable Development Goals，持

続可能な開発目標）が採択されました。この目標５が「ジェンダーの平等を達成し、

すべての女性と女児のエンパワーメントを図る」です。令和元年に国が定めた「SDGs

実施指針改定版」では、人権の尊重とジェンダー平等の実現が全ての目標の実現に不

可欠であるとされています。 

広報において男女共同参画の視点を持つと、自分が伝えたいと考えていた相手のイ

メージが意外に狭く、型にはまっていることが多いと気付くでしょう。広報の受け手

には、男性も女性もいることを念頭において表現することは、これまでの固定的な考

えにとらわれない、魅力的な広報につながります。そのためには、日ごろの業務にお

いて、常に男女共同参画の視点を意識して取り組むことが大切です。 

 

(1) 性別によってイメージを固定化していませんか？ 

「男は仕事、女は家庭」といった性別による固定的な役割分担を強調したり、

性別で職業を分ける表現ばかりを用いるのではなく、男女が仕事や家事・育児・

介護などで協力したり、さまざまな職業に就いたりしている現実を反映させる表

現を心掛けましょう。 

イラストや写真の使用の際には、意図しなくても、結果として差別的な表現に

なってしまう場合があるため、注意が必要です。男性が介護をしているイラスト

がなかったり、家族のイラストで母親と思われる人がエプロンをつけていたりす

ることは、無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）といえます。無意識の偏

見は、誰もが何かしら持っており、それ自体が直ちに問題になるわけではありま

せん。しかし、自覚しないで放置しておくと、女性への差別などさまざまな問題

を引き起こす要因になります。無意識の偏見に気付き、それを自覚することが求

められています。 
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＜悪い例＞ ・技術系＝男性、介護系＝女性 

  ・サッカー＝男の子、お絵かき＝女の子 

  ・保育士＝女性、医師・弁護士＝男性 

  ・エプロン＝女性、作業服＝男性 

 

(2) 男女を対等な関係で描いていますか？ 

性別による上下をつける意図はなくても、男性がいつもリーダーだったり、被

害者がいつも女性だったりと、男性優位の固定観念が根底にあるかのような表現

が見られます。 

慣習的に続けてきた表現も漫然とは用いず、陥りがちな問題を意識し、男女対

等の観点から見直す態度が必要です。 

 

＜悪い例＞ ・お茶出し＝女性 

  ・上司＝男性、部下＝女性 

 

(3) 男女で異なった表現を使っていませんか？ 

男性と女性は対等であり、協力し合う関係です。男女で異なる表現をする場合

は注意が必要です。 

当たり前との思い込みから、何気なく使ってしまう表現もありますが、適切な

言葉を探すことが大切です。対称的かつ平等な表現を心掛けましょう。 

  

  ＜例＞ × 委員数□人（うち女性□人）→ ○ 委員数□人（男性□人、女性□人） 

  × キーマン → ○ キーパーソン  

     × カメラマン → ○フォトグラファー 

× 父兄 → ○ 保護者 

     × 女性初（女性を強調する表現はＮＧ） 

 

(4) 女性をむやみに“アイキャッチャー※１”にしていませんか？ 

「第２次ながおか男女共同参画基本計画」では、女性活躍推進を重要な施策と

して位置付けています。活躍する女性を写真などで紹介することは推奨すべきで

すが、単に目を引くためや親しみやすさを持たせるため、内容とは関係なく女性

の姿や身体の一部を写真などで使用する場合があります。 

このような広報物は、女性をモノとして扱っていると批判されても仕方ありま

せん。安易に女性をアイキャッチャーとして起用せず、目的にあった、効果的な

表現方法を工夫しましょう。 

 

※１ 広告に注目させるための視覚的要素のこと。広告の手法の一つ 
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男女共同参画の視点による広報チェックリスト 

 

【事  前】 

□ 男女共同参画の視点を持ち、伝えたい内容、伝えたい対象、特に目的や

強調したい点は何かなどを考えましたか？ 

□ 性別によるイメージや役割の固定化など、誰もが無意識の偏見（アンコ

ンシャス・バイアス）を持っていることを自覚していますか？ 

 

【作成過程】 

◆内容 

 □ 男女どちらかに偏った内容になっていませんか？ 

□ 登場人物は、男女のバランスが取れていますか？ 

□ 年齢や職業など多様なタイプの男女が描かれていますか？ 

◆文章表現 

□ 男女双方が想定された表現になっていますか？  

□ 男性、女性で役割を決めつけて表現していませんか？（女性＝家庭、男

性＝仕事など） 

□ 男女に主従、上下、強弱の関係があるような表現になっていませんか？ 

□ 男女いずれにも使える言葉を使っていますか？ 男女で異なる表現、

いずれかに特有な表現をしていませんか？ （例：サラリーマン→会社

員、カメラマン→フォトグラファーなど） 

◆写真 

□ 女性の写真をアイキャッチャーとして使用していませんか？ 

□ 写真に写る人物は、男女のバランスが取れていますか？ 

◆イラスト 

□ 性別による特定のイメージを持たせるものになっていませんか？（女

性＝エプロン、男性＝作業服など） 

 

【最後の確認】 

□ 女性から見ても、男性から見ても、違和感のない表現になっています

か？（まわりの人たちに意見を聞いてみましょう。） 
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 ＜ 令和２年度 男女共同参画に関する調査・研究報告書（案） ＞ 
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